






















研究目的

　離乳については,文部省研究班による「離乳基本案」(昭和 33 年)が発表され

てから,検討が加えられていなかった。第 1年度(昭和 52 年度)においては,「離

乳基本案」を中心として,現在の離乳の間題点を検討したが,第 2 年度(昭和 53

年度)においては,この結果を参考として実地の臨床に携っている小児科医に対

してアンケート調査を行い,実態を把握することにした。また研究協力者によ

り,それぞれの分担の研究を行った。


